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研究のねらい

かまいり茶工場では炒り葉機の熱源としてＴ型重油バーナーを使用しているが、温度を計測

・制御するシステムを装備していないため農家は炒り葉機の温度制御を経験と勘により行って

いる。また、失火時安全装置を装備していないため失火すると重油が噴出状態となり、危険で

あるとともに製品への影響も大きい。そこで、Ｔ型重油バーナーと燃焼原理は同じであるが電

気点火装置、失火時安全装置を装備した加圧型重油バーナーを放射温度計と温度指示調整器に

より燃焼制御する炒り葉機の温度自動制御システムを確立する。

研 究 の 成 果

１．温度自動制御システムは第一円筒部温度を垂直方向から放射温度計で測定し、温度指示調

整器により加圧型重油バーナーを設定温度で消火、設定温度より－5℃で点火を繰り返す

システムとする（図１、２、３ 。）

２．温度自動制御システムで加圧型重油バーナーの燃焼を制御すると、第一円筒の温度推移は

点火後16分で設定温度に達し、生葉投入開始10分後に炒り葉時の設定温度に変更した後は

設定温度から設定温度－10℃の範囲内で安定する（図４ 。また、炒り葉状況は炒りムラ）

もなく、安定して良好である。

３．生葉1㎏あたりの燃料消費量は0.077ﾘｯﾄﾙ、燃料費は3.6円となりＴ型重油バーナーと同程

度である（表１ 。）

４．設置コストは加圧型バーナーが１基１５万円、バーナー３基を制御させるシステムが３５

万円である。

５．開発したシステムを使用することにより炒り葉機の並列化が可能となり、生葉処理能力の

向上が図れる。

普及上の留意点

１．空焚き時の温度設定は生葉投入時の温度低下を考慮して、炒り葉時設定温度より第一火口

で40℃、第二火口で30℃程度高く設定し、生葉投入開始から10分後に炒り葉時設定温度に

設定変更する。

２．使用した加圧型重油バーナーは ・ 制御方式で重油流量制御方式ではないため、設ON OFF
定温度に対して十分な熱量を供給できる重油流量、空気量を調整する必要がある。

３．２円筒１固定釜式の連続炒り葉機での試験データではあるが、１円筒２固定釜式の連続炒

り葉機にも応用できる。

４．バーナーノズル径は第一及び第二火口は1.0ミリ、第三火口は0.8ミリとする。

５．加圧式ブロアー及び配管は現在使用しているものを使用できる。



［ ］具体的データ

図１ バーナー設置状況 図２ 温度指示調整器
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図３ 炒り葉機内部位置図 図４ 第一円筒温度推移

設定温度 空焚き時 第１火口 390℃ 第２火口 330℃ 第３火口 260℃

炒り葉時 第１火口 350℃ 第２火口 300℃ 第３火口 260℃

点火から20分後に生葉投入開始、30分後に設定温度変更

表１ 燃料消費量及び燃料費

ﾊﾞｰﾅｰ形状 使用燃料 生葉１㎏当 燃料単価 生葉１㎏当

燃料消費量 燃料費

Ｔ型 Ａ重油 0.073ﾘｯﾄﾙ 46.15円／ﾘｯﾄﾙ 3.4円

新加圧型 Ａ重油 0.077ﾘｯﾄﾙ 46.15円／ﾘｯﾄﾙ 3.6円
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